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解説・講座・小特集(ßどれかお選びください)   

1.[必ずおよみください] 執筆に関するガイドラインです 
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(原稿受付：20ｘｘ年ｘｘ月ｘｘ日) 

要旨：日本語で 200 字程度。ご共著での「解説」の場合は、代表のかたお一人のみの記載となります。詳しくは、

担当編集委員におたずねください。講座および小特集の序章及び最終章については、不要です。なお、このテンプ

レートは、文章量の目安としてお使いいただくものです（実際の印刷においてこのテンプレートは使用いたしま

せん）。図表は二段組みに貼り込まず、本文とは別ファイルでご用意ください。 

 

Keywords:  
   plasma, fusion, JSPF, template, guideline ß英語で 5～10 語程度。原則としてすべて小文字，単数形。こちらも、ご

共著での「解説」の場合は、代表のかたお一人のみの記載となります。講座および小特集の序章及び最終章につい

ては、不要です。 

 

 

1. 表題・著者名・所属・要旨・キーワード 

1.1 表題について 

○表題は原則として企画提案書の通りにしてください． 

○実際の内容を表すようにご留意ください． 

○英文表題は和文表題を表すようにしてください． 

 

1.2 著者名・所属について 

○日本人名の英文表記および外国人著者名は FAMILY 
First Middle の順（例 FEYNMAN Richard P.）に記入してく

ださい． 
○第一著者の所属とメールアドレスをフッターに記載し

てください． 

 

1.3 要旨について 

○分量は日本語で 200 字程度です． 

○専門外の読者にもわかり易い文章を心がけてください． 

 

1.4 キーワードについて 

○重要用語を英語で 5～10 語程度。原則としてすべて小文

字，単数形にしてください． 

○略語や固有名詞由来の単語などは大文字を使用してく

ださい．（例 MHD、Alfvén wave） 

 

2. 本文 

2.1 内容全般について 

○企画提案書（章立て・内容）の主旨に合う内容としてく

ださい． 

○編集委員会からのコメントを考慮してください． 

○講座・小特集の場合，他の著者執筆分との整合をとって

ください（例 用語・単位・記号・重複説明等） 

 

2.2 表記について 

○和文誌という観点から、外来語については不必要なカタ

カナ語の使用は避けてください．（例 ノンローカル→非局

所 / イノベーチブ→革新的な / オポチュニティー→良

い機会/ ヴァリディティ→妥当性） 

○日本語として定着していない場合はカッコ内に原語を

付記してください．（例 ヴァリディティ(validity)） 

○略語を使用する場合，最初の記載は「正式名称（略語）」

としてください． 

○単位は原則として国際単位系（SI）を使用してください． 

 

2.3 数式について 

○略語は数式中でも Roman、微分・積分記号も Roman です。 

○変数(粒子種 sや座標 x, y）などの添字はイタリックに

なります。 

＃イタリック：物理量を表す記号・変数・物理量や番号を

表す添字など 

＃Roman(立体)：演算記号[log, ln, sin, ex(p e), lim, 

d(微分)，Re, Im, Tr]・虚数単位[i, j]・元素記号・単位・

言葉の意味を表す添字など 

○すべての数式に番号を付記してください． 

 

 



＊Latexのスタイルファイルもあります。使用を希望される場合はご連絡ください 

2.4 図表・写真について 

○学会誌の印刷はモノクロ印刷がデフォルトです。モノク

ロ印刷でも問題なく判別できるかをご確認ください． 

○他論文から引用している場合，原著論文を引用し，原図

の著者および出版者より転載の許可を得てください。ま

た、ご自身の論文から図面を転載する場合にも、出版者か

ら許可を受ける必要がありますので、ご注意ください。手

続き方法は、”図表引用についてのお願い”に掲載してお

ります。ご不明な点は事務局へお問い合わせください。 

○カラー印刷の費用は著者ご負担になります（12000 円/

頁、税別）希望する場合には事務局までご連絡ください 

___________________________________________________ 

|        | 

|        | 

|        | 

|        | 

|        | 
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|        | 

|    図サイズ(横 8.5 cm 縦 7.5 cm) 420字    | 

|        | 
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|        | 

|        | 

|        | 

|        | 

|        | 

|_________________________________________________| 

図 1 キャプションは日本語でまとめて別紙に書き,参考文献の次
のページにつけてください． 

 

3. ページ数 

○小特集：全体で刷り上がり 25ページ程度． 

○解説：原則として刷り上がり 7ページ以内． 

○講座：原則として 1号あたりの刷り上がり 7ページ以内． 

○原稿は、A4 2段組(26文字-52 行の 2段)、フォントサ

イズ 9 ptで掲載されます。1 頁当たり 2,700字です。企画

記事を構成する原稿1本に対し、原則 7頁以内(ヘッダー、

図表、参考文献 19,000字)です。各原稿の頁数および文量

につきましては、執筆いただく記事の掲載頁を企画取纏者

と確定した上で、下記換算を参考にしていただき、厳守い

ただけますようにお願いします。 

○図表写真の換算目安 

例 1) 横 8.5 cm *7.5 cm (1カラム内に掲載) 420字(キャ

プション別) 

例 2) 横 16 cm*5.5 cm (段抜きで掲載) 620字(キャプシ

ョン別) 

◯ヘッダー(企画タイトル、章タイトル、著者、アブスト, 

Keywords)等の文字換算目安 

◯解説 タイトル頁： ヘッダー(アブスト 200字) 1150字、

フッター 160字 

◯小特集 タイトル頁(序章、最終章)：ヘッダー(アブスト

無)1250字、フッター 160字、各章(第 2章以降)：ヘッダ

ー(アブスト 200字)1000字、フッター 160字 

◯講座 タイトル頁(序章、最終章)：ヘッダー(アブスト

無)1300字、フッター 160字、各章(第 2章以降)：ヘッダ

ー(アブスト 200字)1000字、フッター 160字 

テンプレートの段階で頁数を超えないようにしていただ

けると助かります。規定ページ数超過となる場合はお手

数ですが事務局までご相談ください。 

4. 原稿提出 

4.1 締切日について 

○掲載月の 4か月前の 10日が締め切り日です．（例 3 月

が掲載月の場合，11 月 10日が締切日） 

4.2 提出時のチェックについて 

○原稿提出時にチェックシート(checkseat.xlsx)を使っ

て確認をしてください． 

4.3 提出後の手続きについて 

○提出された原稿は閲読者および編集委員会によって校

閲されます. ○それらのコメントに応じて修正・再修正が

求められる場合がありますので，ご協力をお願いします． 

 

5. 参考文献 

○著者名 雑誌名・巻（太字）・ページ・年の順で記述して

ください． 

○著者が 3 名以上の場合は省略し，その際は英文・和文と

も第一著者のみ書き，後は"et al."か「他」としてください． 
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